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呉巡検調査を振り返って  その二 

3年ぶりの日本、アンニョン呉、呉々も安寧 

 

金潤煥(キムユナン) 

 

神戸大学人文学研究科海港都市研究センター主催の学術会議及びフィールドワークプロ

グラムに招かれ、2023年1月6日(金曜日)から1月9日(月曜日)までの三泊四日の日程で

日本国広島県呉市に行ってきました。簡単に自己紹介をしておきます。私は神戸大学人文

学研究科で社会動態専攻の日本史学コースで勉強しました。2016年夏、日本での留学を含

む約10年間生活を終え韓国の釜山に戻りました。そして、講師や研究員を経て今現在は韓

国海洋大学の国際海洋問題研究所で学術研究教授として働いています。日本近現代史の中

でも、近代帝国日本の形成過程を海外・植民地社会の日本仏教が媒介した構造から分析を

行う作業をしております。2016年以後は、夏休みや冬春休みの期間中、日本に滞在しなが

ら史料調査や研究をやってきました。しかしCOVID19の影響で約3年間は日本へ渡航する

ことができませんでした。日本での資料調査やフィールドワークができない状況が続き、

研究関係の本や論文など限られた資料の確報しかできず、これまで収集した史料や韓国側

の資料を利用して研究を続きましたが日本史研究者として日本へ行けない不安も益々大き

くなっておりました。また最近進行中の研究は日本の研究者の前で発表する機会もなかっ

たわけです。それが今回のプログラムで約3年ぶりに日本への渡航することが出来て本当

に嬉しかったです。心より感謝しております。短い感想文ですが以上のような久々の日本

渡航記録を含め呉・広島での日程の簡略に紹介したうえ感想を述べたいと思います。 

1月6日、ソウルから出発し、韓国仁川空港から福岡空港まで1時間20分間飛行し日本

へ到着しました。3年ぶりの印象は「人が多い、多すぎる」でした。COVID19の影響で制限

されていた人々の移動が再び復興する瞬間のように感じました。というのも、私は2020年

2 月関西空港から釜山へ戻りましたが、その時はこれまで経験した事もない人々が少ない

空港でした。その理由から不思議で奇妙な感情でした。しかし入国者が多かったため入国

審査に2時間かかりました。ソウルから福岡までの飛行時間より長い時間が掛かったので

す。そして博多駅へ移動、そこから新幹線を乗り広島へ、また広島から呉に行きました。

久々に乗れた飛行機、日本のタクシー、新幹線、電車、全てが懐かしく感じました。呉に

到着してから呉市役所へ移動し呉の関係者及び戦前・戦後を経験した方から呉の歴史に関
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の方々の、山守組の組長の奥さんのモデルとなった方と親交があった話は、海軍の遺産、

英連邦軍、そして地域に根差したやくざ組織の三者のどれもが不可欠の形で呉の戦後史を

形成していたことを実感させた。もっともそれは、旧軍港都市や米軍基地のある街におい

ては、多少なりとも共通する現象である可能性が高い。このことは海港都市神戸の位置づ

けを考える上でも、もっと意識的に追及すべき問題であろう（たとえば戦後神戸の米軍基

地は、三枝和子の小説群の重要な背景をなしている）。引き続き調査・検討を続けていきた

い。 


